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[1] 組織の概要 

（1）会社名    有限会社藁昇建設 

 

（2）代表者名   代表取締役 藁間 智之 

 

（3）所在地    本社    ：静岡県富士宮市外神東町 195－2 

資材置場 ：静岡県富士宮市北山 244番地の 2 

車両置場 ：静岡県富士宮市山宮 155番地 

 

（4）設立年月日  2004 年 3 月 3 日 

 

（5）資本金    2000 万円 

 

（6）事業内容   建設業（土木・建築・とび・土工） 

産業廃棄物収集運搬業 

運輸業 

 

（7）事業規模 

項目 単位 2020 年度 2021 年度 

売上高 百万円 400 442 

従業員数 人 20 22 

産業廃棄物 

収集運搬量 
ｔ 1,852 1,781 

 

 

 

≪保有設備≫ 

収集運搬用車両 10ｔダンプ 3 台 

10ｔトラック 4 台 

4ｔトラック 2 台 

3ｔトラック 1 台 

2ｔトラック 2 台 

運輸用車両 フルトレーラー 3 台 

13ｔ ウイング車 4 台 

2ｔトラック   2 台 

セルフローダー 1 台 

工事設備等 

 

 

 

工事設備等 

バックホウ 

 

 

 

バックホウ 

コマツ PC200 1 台 

コマツ HB205 1 台 

コマツ PC138US 1 台 

コマツ PC78US 1 台 

コマツ PC40MR 1 台 

コマツ PC30MR 2 台 

ローラー ボーマク 4ｔ 1 台 

コマツ  1ｔ 1 台 
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油圧ブレーカー 古河 Ｆ3 1 台 

古河 Ｆ5 1 台 

古河 Ｆ6 1 台 

古河 Ｆ8 1 台 

 

 

（8）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  :  藁間 智之 

連絡先 

ＴＥＬ : 0544－58－5466 

ＦＡＸ : 0544－58－5450 

E-Mail ：warama@za.tnc.ne.jp 

 

（9）許可関連 

 

建設業許可 

特定 

建設業許可 

許可 許可番号等 許可内容 
許可 

年月日 

有効 

期限 

静岡 

県知事 

静岡県知事許可 

（特-２） 

第 32925号 

土木、とび・土工、石工、鋼

構造物、舗装、しゅんせつ、

水道施設 

2021 年 

1 月 6 日 

2026 年 

1 月 5 日 

一般 

建設業許可 

許可 許可番号等 許可内容 
許可 

年月日 

有効 

期限 

静岡 

県知事 

静岡県知事許可 

（般-31） 

第 32925号 

建築、解体 
2021 年 

1 月 6 日 

2026 年 

1 月 5 日 
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 産業廃棄物収集運搬許可 

事業

区分 
許可 許可番号等 取扱品目 

許可 

年月日 

有効 

期限 

１ 
静岡 

県知事 
第 02201123518 号  

廃プラスチック類、ゴムくず、金属

くず、ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類、廃油、

紙くず、木くず、繊維くず、動植物

性残さ、鉱さい、ばいじん 以上

14 品目 

2020 年 

12 月 5 日 

2025 年 

12 月 4 日 

２ 
神奈川 

県知事 
第 01400123518 号 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アル

カリ、廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、動植物性残さ、

ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん 以上

16 種類 

2019 年 

6 月 26 日 

2024 年 

6 月 25 日 

３ 
愛知 

県知事 
第 02300123518 号 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃プラ

スチック類、紙くず、木くず、繊維

くず、動植物性残さ、ゴムくず、金

属くず、ガラスくず・コンクリート

くず及び陶磁器くず、鉱さい、がれ

き類、ダスト類 以上 16 品目 

2019 年 

6 月 28 日 

2024 年 

6 月 27 日 

４ 
三重 

県知事 
第 02400123518 号  

廃プラスチック類、金属くず、ガラ

スくず、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、

廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維

くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱

さい、がれき類、ばいじん 以上

16 種類 

2019 年 

7 月 1 日 

2024 年 

6 月 30 日 

５ 
滋賀 

県知事 
第 02501123518 号  

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アル

カリ、廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、動植物性残さ、

ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、工作物の新築、改装又は除

去に伴って生じたコンクリートの破

片その他これに類する不要物、ばい

じん 以上 16 項目 

2019 年 

5 月 30 日 

2024 年 

5 月 29 日 

６ 
兵庫 

県知事 
第 02803123518 号  

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アル

カリ、廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、動植物性残さ、

ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、

がれき類、ばいじん 以上 15 種類 

2019 年 

5 月 27 日 

2024 年 

5 月 26 日 
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 [2] 対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

（1）対象範囲 

①適用する事業所 本社、資材置場、車両置場 

②適用構成員 当社役員、従業員 

③適用する活動 当社におけるすべての事業活動 

 

（2）レポート対象期間 

2021 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 

 

 

（3）推進組織 

 

 

（4）役割分担 

最高責任者 

（社長） 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築、運用、維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念、基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築、運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行い、 

必要あれば改定を指示する。 

⑤ 経営の課題とチャンスを明確化し、課題に取り組む。 

管理責任者 

環境マネジメントシステムの推進、維持をする。 

① 経営資源の合理的、効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築、運用に関する 

情報を最高責任者に提供する。 

事務局 管理責任者の業務補佐をおこなう。 

各部門責任者 
➀ 環境目標達成のための企画立案および運用 

➁ 運用状況の確認および是正対策 

 

代表者 

管理責任者兼事務局 

代表取締役 

藁間 智之 

 

 

 

工事部門 

 

 

運輸部門 

 

 

事務部門 
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[3]環境経営方針 

 

有限会社藁昇建設 環境経営方針 

基本理念 

 

有限会社藁昇建設は、創業以来、地元の皆様の温かいご支援により発展してまいりました。 

河川、道路、林道、公共施設、災害復旧工事など多くの現場を施工させていただき、地域がより良く、暮らしやすくなる

事こそが１番大切な事であり、地域に活力があってこそ、我々建設土木工事業界も良くなるものだと考えております。 

これからも日々の業務を怠る事なく、今まで以上に地域に愛されるべく企業となれるよう発展を目指してまいります。 

私たちを育ててくれた地域社会に感謝し、環境配慮型の経営に努め、自然環境に優しい企業の在り方を率先して実

現してまいります。 

 

行動指針 

 
当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動を推進します。 

 

1．事業活動の全領域で、省エネルギー、省資源、リサイクルなどに配慮した活動を実施します。 

2．環境経営システムの継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止できる体制を構築します。 

3．環境関連の法令や当社が参加した協定等を遵守することはもとより、自主管理基準を設けて環境管理レベルの向上を

図ります。 

4．次の項を重要事項として環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）業務効率化を通じて CO2の排出量削減につながる燃料や電気などの使用量の削減に取組みます。 

（2）廃棄物については分別やリサイクル活動を活性化し排出量の低減を図ります。 

（3）水道使用量、化学物質については適正管理に努めます。 

（4）環境に配慮した工事の施工に努め、お客さまからのご意見に対しては真摯に向き合い、 

継続的に改善します。 

5．環境教育、訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に 

環境保護に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識、認識の向上を図ります。 

6．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

 

2021年 4月 1日制定   

有限会社藁昇建設     

代表取締役 藁間 智之 
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 [4] 中期環境経営目標 

中期環境目標は以下の通りである。 

№ テーマ 
中長期目標 

（2022 年 9 月 ～ 2025 年 8 月） 

1 

ＣＯ2 

排出量 

削減 

2022 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 1％削減する。 

2023 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 2％削減する。 

2024 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 3％削減する。 

 

1

A 

電力 

使用量 

削減 

当社の電気使用量は少量であることから維持管理を行う。 

1

B 

燃料油 

使用量 

削減 

2022 年度は、燃料油使用量を 2021 年度比 1％削減する。 

2023 年度は、燃料油使用量を 2021 年度比 2％削減する。 

2024 年度は、燃料油使用量を 2021 年度比 3％削減する。 

 

2 
廃棄物   

リサイクル 
対象期間中の産業廃棄物のリサイクル率９０％以上を維持する。 

3 
水道使用量 

管理 
対象期間中は活動計画の確実な実施を行う。 

4 
化学物質 

使用量管理 
化学物質の使用はないため、薬品購入の際には確認する。 

5 
環境クレーム 

絶無維持 
対象期間中は、環境クレーム 0 件を維持する 
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[５] 環境目標の達成状況 

 

比較表 
基準値 

2020 年度 

目標値 

（-１％） 

実績 

2021 年度 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 （kg-CO2） 532,477 527,151 522,563 ◎ 

電気使用量 （kWh） 13,858 13,719 13,154 ◎ 

ガソリン使用量 （L） 2,931 2,901 2,694 ◎ 

軽油使用量 （L） 201,323 199,301 197,816 ◎ 

産業廃棄物リサイクル率 （%） 99 90%以上 99 ◎ 

水道使用量 （m3） 239 適正管理 251 ◎ 

化学物質使用量 （㎏） 対象無し 対象無し 対象無し — 

環境クレーム件数 （件数） 0 0 0 ◎ 

※購入電力の排出係数は 0.45２を使用 

 

[６] 実績評価 

（二酸化炭素排出量） 

   電気、ガソリン、軽油それぞれに使用量が減少した。減少要因は現場が近郊になったことによる移

動距離の減少が主要因、エコアクションの活動意識は向上しており、各人が省資源化への取り組みを

実施できている。 

   次年度も省資源化への取り組みを継続的に実施し、改善していく。 

  

（産業廃棄物） 

  廃棄物は分別を徹底しており、活動は問題ない。引き続きリサイクル率の維持管理を 

実施していく。 

 

（水道、化学物質） 

  水道は増加しているが適正範囲とし今後も節水活動を行う。化学物質については使用なし。 

 

（クレームの発生） 

当社の利害関係者からの環境クレームは発生していない。引き続き丁寧な業務を心がけ、 

施工やサービスの品質向上に取り組んでいく。 

 

  （次年度の目標） 

エコアクション 21 の活動について効果的に運用できている。従業員にも各取組み内容が浸透し 

てきており意識も高いため、継続して取り組みを実施する。 
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[７] 環境活動計画の取組み状況（対象期間活動実績） 

 

環境活動計画 
推進 

担当者 

実

施

者 

2021 

年度 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

4 

月 

5 

月 

６ 

月 

7 

月 

8 

月 

次年度 

取組 

①電気使用量の削減 

使用していない機器の 

電源オフ 
藁間 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

不要な照明の消灯 藁間 
全

社

員 

計画 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

適正な室温（夏季：28℃±1℃ 

冬季：20℃±1℃）の維持 
藁間 

全

社

員 

計画 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

②ガソリン、軽油使用量の削減 

エコドライブの徹底および点検 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

計画的、効率的な走行ルートの設定 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③産業廃棄物のリサイクル率 

分別方法の遵守 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

有価物増加のための取組み 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

リサイクル活動の実施 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

④水道使用量（適正管理） 

数値把握 藁間 

全

社

員 

計画 ● - ● - ● - ● - ● - ● - 
継続 

実績 ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - 

水道設備の点検 藁間 

全

社

員 

計画 ● - ● - ● - ● - ● - ● - 
継続 

実績 ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - ◎ - 

➄化学物質の管理 

使用があった場合、成分特定 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 - - - - - - - - - - - - 

使用があった場合、SDSを準備する 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 - - - - - - - - - - - - 

➅環境クレームの絶無維持 

過去発生したクレーム要因を特定する 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

対策についてのミーティング継続 藁間 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：◎ ⇒出来ている ×⇒悪化している 
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［８］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

（1）環境関連法規制の遵守、訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反は無かった。 

関係機関等からの指摘や苦情くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 

 （2）当社が適用される主な環境関連法規制等 

評価日：202２年９月１日 

 評価者：環境管理責任者   

名称 当社の現状 要求事項 
法律 

変更 
評価 

廃棄物処理法 

外部業者への委託 

①産廃業者等との委託契約書締結 

②廃棄物置場の適正保管（表示看板設置） 

③マニフェストの発行、返却、保管 

④マニュフェストの行政報告（年 1 回） 

⑤1 回/年以上の頻度で委託業者の現地視察 

⑥廃棄物の適正処理 

⑦水銀使用製品廃棄物の適正管理 

無 ○ 

騒音規制法 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 ○ 

振動規制法 

当社の施工する対象工事 
特定作業の届出など 

場所、時間別の規制値遵守 
無 ○ 

浄化槽法 

当社の浄化槽 
定期清掃の実施 

１１条検査の実施 
無 ○ 

水道法 

当社の業務全般 
検便の実施（対象の場合） 

健康管理の実施、確認 
無 ○ 

建設業法 

当社の業務全般 

建設業許可の取得 

専任技術者、監理技術者の設置など 

建設業許可の更新（5 年間） 

無 ○ 

建設リサイクル法 
当社の業務全般 

建築資材廃棄物の抑制 

建築資材廃棄物のリサイクル 
無 ○ 

道路交通法 

当社の業務全般 

警備員の設置 

アルコールチェック 

デジタコの管理（運輸業のみ） 

運行管理者の設置（運輸業のみ） 

車輛点検 

無 ○ 

道路法 当社の業務全般 該当工事に対する道路占用の許可 無 ○ 

 

 

［９］環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社では建設現場での労働災害事故の発生を緊急事態と特定する。 

緊急事態に対しての対応テストおよび訓練は年 1回以上、定期的に実施する。 
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［10］代表者による全体評価と見直し、指示 

 

(１) ヒアリングチェック、内部監査の結果、法令順守 

エコアクション 21 の構築、運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

環境への取組み状況は、パトロールチェック結果より良好と判断。 

(４) 環境目標の達成 

環境目標は全ての項目で達成となった。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

問題はないため、是正はない、引き続きエコアクションの活動を実施し 

省資源化の経営を目指す。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

フォローアップする事項はない。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

法律の改定や周囲の状況変化はない。 

(８) 改善のための提案、その他 

環境目標の達成は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、意識を高く保ち、 

より一層の取り組み強化を行うこと。 

 

 

 評価日：2022 年９月２０日 

有限会社藁昇建設 

代表取締役 藁間 智之 

   

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

1．エコアクション 21 文書類 無 次年度は規格や文書の更なる理解に取り組む。 

2．環境目標、計画 無 省資源化活動を定着させていく。 

3．環境活動計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施する 

4．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

5．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

6．その他 無 特になし。 

 

【次年度以降の活動展開】 

 環境影響の低減は SDGｓなど社会的に求められる機会が増加している。 

エコアクションへの取り組みが、施工やサービスの品質向上、コストダウンに繋がることを意識し、 

各社員が積極的に取り組んでもらいたい。 


